
た
。
生
あ
る
限
り
、
忘
れ
得
ぬ
満
州
で
あ
る
。
私
は
無
意
識
に

樹
の
葉
を
ち
ぎ
っ
た
。
小
刻
み
な
葉
は
と
が
っ
て
、
針
を
さ
す

よ
う
な
痛
み
を
覚
え
て
い
た
。

今
日
も
暮
れ
ゆ
く
異
国
の
丘
に
、「
父
よ
、
妹
よ
、
サ
ヨ
ナ

ラ
」
と
胸
の
内
で
告
げ
た
。

鉄
路
警
備
の
思
い
出
記
　 

福
岡
県
　
立
花
貞
十
郎
　 

一
　
海
外
居
住
の
動
機

昭
和
十
一
年
四
月
、
満
州
国
派
遣
軍
綏
芬
河
駐
屯
の
た
め
博

多
港
を
出
発
し
、
同
月
綏
芬
河
駐
屯
の
憲
兵
隊
の
受
験
を
希
望

し
た
が
、
受
験
前
日
、
当
時
第
二
十
四
連
隊
副
官
陸
軍
少
佐
の

叔
父
井
田
君
平
に
反
対
さ
れ
受
験
で
き
ず
、
下
士
官
に
な
れ
と

の
こ
と
で
昭
和
十
二
年
二
月
現
地
除
隊
し
、
同
二
月
南
満
州
鉄

道
株
式
会
社
鉄
路
局
横
道
河
子
警
務
段
巡
長
を
拝
命
し
た
。

二
　
経
歴

昭
和
十
三
年
四
月
、
治
外
法
権
撤
廃
に
よ
り
満
州
国
治
安
部

に
移
管
、
同
巡
長
に
任
命
さ
れ
、
鉄
道
警
護
隊
奉
天
学
院
に
入

学
。
十
二
月
二
十
四
日
帰
隊
し
、
即
日
付
で
三
江
省
佳
木
斯
鉄

道
警
護
隊
に
転
勤
命
令
を
受
け
、
昭
和
十
四
年
四
月
、
同
警
護

隊
八
虎
力
警
護
隊
分
所
長
。
昭
和
十
五
年
四
月
、
弥
栄
警
護
分

団
長
を
命
ぜ
ら
れ
八
虎
力
分
所
長
兼
任
並
び
に
千
振
分
団
、
追

分
分
団
の
一
部
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
行
政
、
鉄
道
警
護
、

警
備
、
司
法
、
そ
の
他
宣
撫
工
作
（
住
民
に
対
す
る
宣
伝
）
な

ど
に
い
た
る
ま
で
責
任
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

三
　
弥
栄
村
の
思
い
出

○
雉
撃
ち

終
戦
前
、
西
弥
栄
村
開
拓
団
長
栗
田
実
氏
及
び
医
師
早
川
氏

と
私
三
人
で
鮮
系
部
落
の
水
田
や
高
地
な
ど
に
暇
な
と
き
再
三

雉
撃
ち
に
行
っ
た
。
多
い
と
き
は
百
羽
ぐ
ら
い
の
雉
の
集
団
を

よ
く
見
か
け
た
も
の
で
あ
る
。
私
も
雉
撃
ち
が
上
手
に
な
り
、

一
日
最
高
の
収
穫
は
五
十
八
発
撃
ち
雉
三
十
一
羽
、
兎
五
匹
を

と
っ
た
。

○
ノ
ロ
鹿
撃
ち

ノ
ロ
鹿
は
、
西
弥
栄
開
拓
団
西
方
高
地
並
び
に
大
梨
子
鎮
高

地
に
か
け
て
、
昭
和
十
四
年
ご
ろ
は
三
十
頭
ぐ
ら
い
の
集
団
が



い
た
が
、
昭
和
二
十
年
ご
ろ
は
八
頭
ぐ
ら
い
の
群
れ
に
減
っ
て

い
た
。
こ
の
間
独
立
守
備
隊
と
鉄
警
部
下
と
共
に
ノ
ロ
鹿
撃
ち

に
行
き
、
多
い
と
き
は
三
頭
撃
ち
止
め
た
こ
と
も
再
三
あ
っ
た
。

○
猪
汁
と
宴
会

大
梨
子
金
鉱
高
地
で
猪
二
頭
を
撃
ち
、
満
系
の
地
元
の
村
長

や
牌
長
ら
と
一
緒
に
鮮
系
部
落
に
行
き
、
猪
を
酒
の
肴
に
大
宴

会
を
催
し
た
。
こ
の
と
き
に
、
鮮
系
た
ち
が
私
に
対
し
昔
の
歌

を
歌
っ
て
も
よ
い
か
と
言
う
の
で
、
了
承
す
る
と
、
朝
鮮
独
立

運
動
の
歌
を
合
唱
し
た
。
そ
れ
が
哀
愁
的
で
、
い
ま
だ
に
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

○
魚
釣
り
大
会

弥
栄
駅
の
近
く
の
大
き
な
沼
で
、
佳
木
斯
協
和
会
と
魚
釣
り

大
会
を
催
し
た
。
元
衆
議
院
議
員
三
原
朝
雄
氏
も
参
加
し
た
。

付
近
一
帯
は
鈴
蘭
や
百
合
の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
。

○
東
宮
大
佐
の
写
真

佳
木
斯
鉄
警
団
長
牛
方
一
角
元
陸
軍
中
佐
が
八
虎
力
警
護
分

所
初
度
巡
視
の
と
き
、
西
弥
栄
開
拓
団
本
部
を
訪
れ
、
同
事
務

所
に
掛
け
て
あ
る
東
宮
大
佐
の
写
真
を
見
て
、「
お
お
東
宮
か
、

久
し
振
り
だ
な
」
と
言
っ
て
、
ボ
ロ
ボ
ロ
と
涙
を
流
さ
れ
た
。

理
由
は
、
東
宮
大
佐
が
少
佐
当
時
、
軍
人
を
辞
め
開
拓
団
事
業

に
専
念
し
た
い
と
言
っ
た
こ
と
に
牛
方
一
角
が
猛
反
対
し
た
か

ら
で
あ
る
。
東
宮
大
佐
は
各
開
拓
団
で
は
団
員
の
父
と
し
て
神

様
の
よ
う
に
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。
牛
方
一
角
団
長
、
東
宮
大
佐
、

私
の
叔
父
井
田
徳
大
佐
と
は
陸
軍
士
官
学
校
の
同
期
で
あ
っ
た
。

○
仕
掛
け
小
銃

弥
栄
村
に
東
本
願
寺
建
設
の
た
め
、
団
員
の
人
た
ち
が
山
奥

で
木
材
伐
採
中
、
仕
掛
け
小
銃
で
虎
二
頭
を
仕
止
め
、
皮
は
高

松
宮
殿
下
と
満
州
国
皇
帝
に
献
上
し
、
髭
は
満
人
が
魔
除
け
に

盗
ん
だ
。

○
家
族
ぐ
る
み
の
耕
作
及
び
諸
行
事
へ
の
参
加

弥
栄
村
福
島
部
落
の
五
人
組
は
、
満
人
や
鮮
人
に
耕
作
を
任

せ
て
は
土
地
が
痩
せ
る
の
で
、
八
虎
力
と
千
振
川
近
く
に
移
住

し
た
。
当
時
、
日
本
軍
が
昭
南
島
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
を
占
領

し
て
い
た
の
で
、
部
落
名
を
昭
南
島
と
名
付
け
家
族
ぐ
る
み
で

耕
作
を
し
た
。
弥
栄
村
、
西
弥
栄
開
拓
団
の
行
事
に
招
待
さ
れ
、

ひ
と
と
き
を
楽
し
く
過
ご
し
た
。
運
動
会
、
お
祭
り
、
忘
年
会
、

新
年
会
、
学
校
関
係
の
入
学
式
、
卒
業
式
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
五
十
年
の
歳
月
が
流
れ
、
当
時
の
人
た
ち
の
顔
は
瞼
の
中



に
あ
り
は
す
る
が
名
前
は
思
い
出
せ
な
い
。

○
闇
買
い
の
女

佳
木
斯
行
き
の
国
際
列
車
に
関
係
す
る
弥
栄
駅
及
び
八
虎
力

駅
の
取
り
締
ま
り
に
当
た
っ
て
い
た
折
、
毎
日
の
如
く
闇
米
を

担
い
だ
多
数
の
日
本
人
女
性
を
見
受
け
た
が
、
罰
す
る
気
持
ち

に
な
れ
ず
、

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
ホ
ロ
苦
い
思
い
出
が
あ
る
。

○
晒
し
首

弥
栄
駅
前
の
独
立
守
備
隊
前
に
丸
坊
主
に
さ
れ
た
匪
賊
の
生

首
が
晒
さ
れ
て
い
た
が
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
生
気
の
な
い
髪

の
毛
が
四
セ
ン
チ
も
伸
び
て
い
た
。

○
鴨
の
大
猟

警
護
団
長
視
察
時
、
西
弥
栄
栗
田
団
長
宅
の
南
方
の
小
沼
で

台
風
の
た
め
鴨
の
大
群
が
羽
を
休
め
て
い
た
の
で
近
づ
く
と
風

の
た
め
に
飛
べ
ず
、
沼
辺
の
雑
草
に
這
い
上
が
っ
た
の
で
、
銃

で
叩
き
四
十
三
羽
の
鴨
を
捕
獲
し
た
。

○
雁
猟

昭
南
島
部
落
の
水
田
に
八
の
字
型
で
飛
来
し
て
き
た
雁
の
集

団
を
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
三
島
署
長
と
私
は
、
一
、
二
、
三
の

声
の
合
図
で
共
に
立
ち
上
が
り
発
砲
し
、
列
の
中
か
ら
二
羽
の

雁
が
一
緒
に
大
き
な
音
を
立
て
地
面
に
バ
タ
リ
と
落
ち
る
の
を

見
て
、
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
微
笑
し
た
。

○
弥
栄
警
察
と
鉄
道
警
護
団
の
関
係

警
護
団
は
、
行
政
権
・
司
法
権
・
警
備
権
・
愛
路
工
作
宣
伝

を
、
鉄
道
路
線
を
中
心
に
両
方
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
施
行
す
る

関
係
で
、
全
国
的
に
警
察
と
の
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、
モ
ル
ヒ
ネ
を
所
持
し
た
私
服
警
尉
（
警
部
）

を
八
虎
力
駅
で
検
問
中
検
挙
し
た
が
、
警
察
と
の
摩
擦
を
生
じ

た
。
ま
た
八
虎
力
に
お
い
て
匪
賊
対
策
の
た
め
、
駅
前
よ
り
百

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
大
梨
子
溝
方
向
に
、
部
落
民
を
使
用
し
て
長

さ
百
二
十
メ
ー
ト
ル
幅
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
二
十

セ
ン
チ
の
土
の
防
壁
を
造
成
し
た
と
こ
ろ
、
日
系
警
尉
補
よ
り

な
ぜ
部
落
民
を
使
用
し
た
か
を
強
く
干
渉
さ
れ
た
。「
貴
官
は

鉄
警
に
対
す
る
勉
強
不
足
で
、
威
張
る
ば
か
り
が
警
察
官
で
は

な
い
」
と
、
私
は
軍
人
で
あ
る
鉄
警
そ
の
他
に
つ
き
勉
強
不
足

だ
と
回
答
し
た
。

○
警
察
本
部
主
催
で
行
わ
れ
た
協
議
会

協
議
会
は
、
鉄
警
分
団
長
以
上
、
警
察
は
日
系
警
尉
補
以
上
、

全
員
で
約
百
人
ぐ
ら
い
で
の
懇
親
会
で
、
双
方
と
も
知
人
や
同



郷
の
県
人
会
な
ど
で
、
和
や
か
に
行
わ
れ
終
了
し
た
。

○
弥
栄
署
長
の
転
勤

弥
栄
署
長
の
転
勤
は
、
県
本
部
総
務
部
長
、
協
和
会
三
原
朝

雄
、
私
の
兄
豊
福
勝
馬
の
協
議
の
上
、
三
重
氏
が
赴
任
し
た
。

○
阿
片
吸
引
所

大
梨
子
部
落
は
八
虎
力
駅
か
ら
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点

で
、
砂
金
鉱
に
よ
る
千
五
百
ぐ
ら
い
の
特
殊
村
で
官
営
の
阿
片

吸
引
所
が
あ
り
、
密
偵
が
そ
れ
ぞ
れ
潜
伏
し
て
い
る
が
、
取
り

立
て
て
不
穏
の
動
き
は
な
い
。

○
佳
木
斯
警
察
署
派
出
所
長
の
逃
亡
事
件

昭
和
十
九
年
二
月
佳
木
斯
警
察
署
派
出
所
長
が
、
日
系
一
色

警
尉
と
そ
の
妊
娠
中
の
夫
人
を
殺
害
し
、
銃
器
弾
薬
な
ど
を
持
っ

て
逃
走
し
た
。
同
派
出
所
長
は
元
匪
賊
頭
目
謝
文
東
の
帰
化
し

た
護
衛
で
あ
っ
た
。

○
佳
木
斯
鉄
警
長
発
屯
分
団
長
の
逃
亡
事
件

昭
和
十
九
年
七
月
三
十
日
夜
間
、
同
分
団
長
が
部
下
と
共
に

軽
機
関
銃
、
小
銃
、
弾
薬
全
部
を
持
っ
て
逃
亡
し
た
。

○
紀
元
二
千
六
百
年
祭

日
本
で
行
わ
れ
る
紀
元
二
千
六
百
年
祭
に
、
私
の
実
兄
豊
福

勝
馬
を
隊
長
と
す
る
、
日
・
満
・
鮮
・
中
・
蒙
の
五
カ
国
の
五

十
人
義
勇
奉
公
隊
が
参
加
し
、
弥
栄
村
か
ら
は
、
開
拓
団
の
山

崎
指
導
員
元
陸
軍
少
尉
が
抜
て
き
さ
れ
、
小
隊
長
と
し
て
参
加

さ
れ
た
。

○
関
東
軍
報
道
部
長
参
謀
大
佐
の
講
演

昭
和
十
九
年
七
月
三
十
日
、
弥
栄
村
小
学
校
に
お
い
て
、
関

東
軍
報
道
部
長
参
謀
大
佐
の
講
演
が
あ
り
、
日
本
軍
は
絶
対
に

負
け
な
い
と
の
内
容
を
中
心
に
約
二
時
間
の
講
演
が
あ
り
、
最

後
に
関
東
軍
万
歳
を
三
唱
し
て
講
演
が
終
了
し
た
。

四
　
ソ
連
軍
満
州
国
侵
入

佳
木
斯
鉄
警
日
直
司
令
高
橋
中
尉
が
弥
栄
鉄
警
分
団
長
立
花

に
対
し
、「
本
日
午
前
一
時
六
分
、
佳
木
斯
市
忠
霊
塔
付
近
に

ソ
連
機
が
爆
弾
を
投
下
し
た
。
本
団
は
非
常
警
備
に
つ
い
た
」

と
の
連
絡
が
あ
り
、「
引
続
き
ソ
連
軍
が
満
州
国
に
侵
入
中
」

と
の
第
二
の
連
絡
も
あ
っ
た
。
私
は
直
ち
に
分
団
員
の
非
常
召

集
を
行
い
、

弥
栄
駅
長
並
び
に
保
線
区
長
に
通
報
し
た
と
こ
ろ
、

駅
長
の
回
答
は
、「
本
日
午
前
四
時
よ
り
防
空
演
習
が
あ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
何
か
の
間
違
い
で
は
な
い
か
」
と
回
答
が

あ
っ
た
の
で
、
更
に
高
橋
中
尉
に
確
認
す
る
と
、「
演
習
で
は



な
い
。
佳
木
斯
で
は
既
に
戦
闘
配
備
に
つ
い
て
い
る
」
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。
再
度
そ
の
旨
を
駅
長
、
保
線
区
長
に
通
報
す
る

と
共
に
、
弥
栄
警
察
署
長
、
弥
栄
開
拓
団
各
幹
部
に
も
連
絡
し
、

西
弥
栄
開
拓
団
や
関
係
開
拓
団
へ
通
報
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

部
下
に
対
し
て
も
、
警
察
並
び
に
部
落
長
と
の
連
絡
を
密
に
し

情
報
収
集
を
行
う
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
満
人
部
落
の
一
部
で

は
動
揺
は
し
て
い
る
が
、
不
穏
の
動
き
は
な
い
。
し
か
し
鮮
人

の
有
力
者
は
家
族
と
共
に
い
ち
早
く
逃
亡
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

こ
の
日
、
ソ
連
が
黒
龍
江
を
渡
り
撫
遠
県
に
侵
入
し
た
の
で
、

私
の
義
姉
は
四
歳
の
子
供
を
殺
し
自
決
し
た
。
兄
勝
馬
は
撫
遠

県
協
和
会
事
務
長
（
元
副
知
事
）
だ
っ
た
が
、
八
月
二
十
九
日
、

ソ
連
軍
に
包
囲
さ
れ
自
決
し
た
。

○
佳
木
斯
の
列
車
運
行
状
況

八
月
九
日
午
後
一
時
ご
ろ
か
ら
、
日
本
軍
人
及
び
家
族
を
満

載
し
た
軍
用
列
車
や
普
通
列
車
が
数
十
回
に
わ
た
り
牡
丹
江
に

南
下
し
、
翌
十
日
も
引
き
続
き
避
難
列
車
が
数
十
回
南
下
し
た
。

同
夜
午
後
八
時
ご
ろ
に
佳
木
斯
鉄
道
員
家
族
及
び
鉄
警
家
族
ら

も
南
下
を
始
め
た
。
同
日
昼
ご
ろ
、
弥
栄
開
拓
団
長
山
崎
氏
か

ら
私
に
対
し
て
「
浜
綏
線
山
市
に
日
本
人
幹
部
養
成
の
た
め
農

学
校
程
度
の
校
舎
を
建
設
中
で
、
そ
こ
へ
行
く
た
め
に
駅
で
切

符
を
買
お
う
と
し
た
が
売
っ
て
く
れ
な
い
の
で
、
切
符
を
確
保

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
し
か
し
既
に
ソ

連
軍
が
満
州
国
に
侵
入
し
て
お
り
、
日
本
軍
人
及
び
そ
の
家
族

も
九
日
か
ら
現
在
も
あ
の
と
お
り
南
下
中
で
、
弥
栄
開
拓
団
は

現
在
老
人
、
子
供
、
婦
女
子
の
み
が
残
留
し
、
ま
た
西
弥
栄
団

長
栗
田
実
氏
も
召
集
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
諸
情
勢
を
考

慮
さ
れ
て
思
い
直
す
よ
う
お
願
い
し
、
浜
綏
線
山
市
行
き
を
思

い
と
ど
ま
っ
て
も
ら
っ
た
。

○
弥
栄
村
連
絡
協
議
会
（
主
催
弥
栄
村
）

一
、
日

時
　
　
八
月
十
一
日
午
前
中

二
、
場

所
　
　
弥
栄
村
、
村
公
所
二
階

三
、
出

席
　
　
工
藤
村
長
、
助
役
、
村
公
所
幹
部
、
指
導

員
及
び
有
志
、
山
崎
団
長
、
警
察
署
長
、
鉄
警
分
団
長

立
花
、
駅
長

四
、
協
議
事
項

(1)
　
弥
栄
村
の
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

(2)
　
弥
栄
村
の
引
揚
げ
に
つ
い
て



イ
　
期
日
は
一
刻
も
早
く
す
る

ロ
　
引
揚
列
車
の
要
請
は
、
警
護
分
団
長
と
駅
長
に
一
任

す
る

ハ
　
警
察
及
び
警
護
分
団
の
警
備
の
強
化
と
満
鮮
系
開
拓

団
の
動
向
に
つ
い
て

ニ
　
部
落
、
警
察
、
警
護
分
団
の
連
絡
の
強
化
を
図
る

ホ
　
弥
栄
村
と
駅
と
の
窓
口
は
警
護
分
団
と
し
、
引
揚
列

車
の
要
請
は
千
振
駅
長
に
対
し
て
も
要
求
す
る

○
日
系
警
察
官
の
召
集
に
つ
い
て

八
月
十
一
日
、
日
系
警
察
官
三
人
に
対
し
て
召
集
令
状
が
き

た
。
そ
の
日
、
討
伐
よ
り
帰
署
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
警
察
署
長
と
警
護
分
団
長
と
相
談
の
結
果
、
私

と
署
長
が
責
任
を
負
う
こ
と
に
し
て
召
集
を
差
し
止
め
た
。

避
難
列
車
が
数
回
に
わ
た
り
南
下
し
た
。
十
一
月
千
振
駅
及

び
同
開
拓
団
と
の
連
絡
は
可
能
で
あ
っ
た
が
、
千
振
警
護
分
団

長
柴
田
君
な
ら
び
に
閻
家
分
団
長
山
田
君
は
連
絡
を
数
回
す
る

も
所
在
不
明
で
、
連
絡
不
可
能
で
あ
っ
た
。

避
難
列
車
の
交
渉
に
つ
い
て
は
相
当
困
難
を
要
し
た
。
そ
の

手
始
め
と
し
て
各
駅
長
を
督
励
し
た
が
、
要
領
を
得
ず
不
首
尾

に
終
わ
っ
た
。

佳
木
斯
鉄
道
中
央
機
関
区
長
、
列
車
区
長
、
列
車
配
置
区
長
、

列
車
司
令
に
も
連
絡
し
た
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
佳
木
斯
列
車
区

関
係
は
混
乱
中
で
あ
っ
た
の
で
、
各
区
長
に
対
し
弥
栄
開
拓
団

員
を
見
殺
し
に
す
る
の
か
と
言
っ
て
、
今
か
ら
私
が
モ
ー
タ
ー

カ
ー
で
佳
木
斯
に
行
き
承
知
し
な
い
な
ら
覚
悟
し
て
い
て
下
さ

い
と
言
っ
た
と
き
、
幸
い
に
も
元
弥
栄
駅
長
が
列
車
配
置
の
責

任
者
で
い
て
、「
立
花
さ
ん
、
列
車
は
私
が
責
任
を
も
っ
て
何

と
か
し
ま
す
か
ら
待
っ
て
い
て
下
さ
い
」

と
の
回
答
に
接
し
た
。

折
り
返
し
田
中
氏
よ
り
「
列
車
を
確
保
し
た
の
で
、
運
行
は
勃

利
駅
ま
で
行
き
、
引
き
返
し
閻
家
駅
、
千
振
駅
、
八
虎
力
駅
、

弥
栄
駅
に
行
か
せ
ま
す
の
で
、
各
関
係
団
体
及
び
各
開
拓
団
に

連
結
さ
れ
て
安
心
さ
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
な

お
千
振
鉄
警
分
団
長
、
閻
家
鉄
警
分
団
長
に
連
絡
す
る
も
所
在

不
明
で
あ
っ
た
。

○
弥
栄
村
引
揚
列
車
決
定
連
絡

八
月
十
一
日
午
前
七
時
ご
ろ
、
佳
木
斯
鉄
警
団
長
か
ら
、
避

難
列
車
が
八
月
十
二
日
午
前
九
時
ご
ろ
弥
栄
駅
に
到
着
の
予
定

と
の
連
絡
を
受
け
た
の
で
、
直
ぐ
に
弥
栄
警
察
署
及
び
弥
栄
村



公
所
に
連
絡
す
る
と
共
に
、
西
弥
栄
開
拓
団
、
関
係
団
体
に
も

連
絡
を
依
頼
し
た
。

○
弥
栄
開
拓
団
の
引
揚
げ
当
日

十
二
日
、
ソ
連
軍
が
密
山
駅
を
突
破
し
た
の
で
、
列
車
に
よ

る
南
下
は
不
可
能
と
の
情
報
を
得
た
。

同
日
早
朝
、
牡
丹
江
方
面
よ
り
佳
木
斯
に
逆
に
北
上
す
る
列

車
が
数
回
あ
っ
た
。
避
難
列
車
は
佳
木
斯
駅
よ
り
午
前
七
時
弥

栄
駅
に
到
着
、
勃
利
駅
ま
で
南
下
し
引
き
返
し
て
き
た
。

早
い
人
は
午
前
六
時
ご
ろ
よ
り
満
人
の
馬
車
で
弥
栄
駅
に
集

ま
り
、
駅
前
の
弥
栄
旅
館
前
付
近
の
道
路
で
満
人
と
涙
を
流
し

別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
人
も
数
人
い
た
。
午
前
八
時
ご
ろ
ま
で

に
全
員
集
合
を
完
了
し
て
い
た
。
列
車
到
着
は
八
月
十
二
日
午

前
十
時
ご
ろ
で
、
千
振
、
閻
家
開
拓
団
の
一
部
、
そ
の
他
一
般

人
も
乗
車
し
て
い
た
。
弥
栄
、
西
弥
栄
な
ら
び
に
関
係
開
拓
団
、

一
般
人
は
全
員
乗
車
し
た
。
日
系
警
察
官
は
三
重
署
長
以
下
四

人
乗
車
、
西
弥
栄
開
拓
団
庄
司
夫
人
（
山
形
県
出
身
）
は
病
状

悪
化
の
た
め
動
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
本
人
の
意
思
に
従
い
残

留
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
事
を
満
人
小
作
人
に
依
頼
し
た
。
夫

の
庄
司
氏
は
応
召
中
で
不
在
で
あ
っ
た
。

千
振
地
区
で
は
ソ
連
軍
を
防
衛
す
る
と
か
、
千
振
開
拓
団
は

作
物
が
豊
作
で
秋
の
穫
り
入
れ
が
終
わ
る
ま
で
残
留
す
る
と
の

情
報
が
あ
っ
た
。
千
振
警
察
署
長
は
残
留
し
、
暴
徒
に
襲
わ
れ

重
傷
を
負
い
、
新
京
ま
で
避
難
し
た
模
様
で
あ
っ
た
。
三
重
弥

栄
警
察
署
長
は
、「
本
庁
警
察
次
長
が
残
留
す
る
と
言
っ
て
い

る
の
で
、
自
分
も
署
長
と
し
て
残
留
す
る
」
と
言
っ
て
い
た
が
、

日
本
軍
も
既
に
後
退
し
て
お
り
、
当
地
の
満
鮮
系
の
動
向
も
よ

く
な
く
、
ま
た
一
人
息
子
さ
ん
も
き
て
お
ら
れ
る
の
で
、
団
長

や
村
長
も
お
ら
れ
る
が
避
難
の
開
拓
団
の
保
護
を
任
務
と
し
て

是
非
一
緒
に
引
き
揚
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
説
得
し
、
や
っ
と
納

得
し
て
も
ら
っ
た
。

私
の
妻
は
佳
木
斯
満
鉄
病
院
に
入
院
中
で
あ
っ
た
が
、
八
月

十
日
事
態
の
急
迫
に
伴
い
、
■
中
士
（
軍
曹
）
を
迎
え
に
や
っ

た
。
し
か
し
歩
行
困
難
な
た
め
妻
は
自
決
を
覚
悟
し
て
い
た
よ

う
で
、
や
っ
と
説
得
に
応
じ
て
く
れ
た
。
十
二
日
、
山
崎
団
長

と
三
重
署
長
に
、
万
一
の
場
合
は
、
妻
の
覚
悟
の
こ
と
を
お
願

い
し
、
ボ
ー
イ
を
つ
け
乗
車
さ
せ
た
。

そ
の
前
日
の
十
一
日
早
朝
、
山
崎
団
長
を
訪
問
し
、
ソ
連
軍
、

日
本
軍
、
牡
丹
江
市
内
、
満
鮮
系
人
及
び
弥
栄
開
拓
団
員
た
ち



の
状
況
を
報
告
し
、
避
難
列
車
の
件
も
打
ち
合
わ
せ
し
た
が
、

そ
の
際
、
妻
の
自
決
の
意
思
を
伝
え
、
万
一
の
場
合
は
、
お
嬢

様
と
同
様
に
よ
ろ
し
く
と
依
頼
し
た
。

そ
の
と
き
の
団
長
は
、
羽
織
袴
姿
で
正
座
さ
れ
応
対
し
て
く

だ
さ
っ
た
が
、
勝
海
舟
に
似
た
古
武
士
を
忍
ば
せ
る
風
格
が
あ
っ

た
。
二
人
の
お
嬢
様
も
父
上
に
似
た
立
派
な
方
で
「
こ
の
父
に

し
て
こ
の
子
あ
り
」
と
は
ま
さ
に
山
崎
団
長
父
娘
を
指
し
た
諺

で
あ
ろ
う
。
同
氏
は
か
つ
て
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
従
軍
さ
れ
た

砲
兵
中
尉
で
あ
り
、
東
大
出
身
の
方
で
、
当
時
義
勇
隊
二
千
人

の
訓
練
所
長
で
あ
っ
た
。

八
月
十
二
日
、
私
は
司
法
、
ソ
連
関
係
情
報
、
そ
の
他
秘
密

文
書
な
ど
を
焼
却
し
、
妻
の
衣
類
な
ど
全
部
満
系
部
下
、
密
偵
、

連
絡
員
に
与
え
た
。
三
重
署
長
よ
り
引
き
継
が
れ
た
弥
栄
村
公

所
の
全
部
の
鍵
（
事
務
所
、
倉
庫
、
そ
の
他
）
は
、
翌
十
四
日

警
察
署
次
長
張
警
尉
に
渡
し
た
。
八
月
十
二
日
、
料
理
人
を
呼

び
、

分
団
員
の
家
族
及
び
連
絡
員
を
集
め
懇
談
会
を
催
し
た
が
、

不
穏
な
動
き
は
な
か
っ
た
。
三
重
署
長
は
な
か
な
か
の
人
格
者

で
、
私
と
は
兄
弟
分
の
盃
を
交
わ
し
た
仲
で
あ
っ
た
。
警
察
と

鉄
警
分
団
と
の
協
調
連
係
は
非
常
に
良
好
で
、
部
下
た
ち
も
親

し
く
交
わ
っ
て
い
た
。

○
引
揚
げ

八
月
十
三
日
午
後
一
時
ご
ろ
、
翌
十
四
日
部
下
と
共
に
鉄
警

本
団
に
帰
団
せ
よ
と
の
命
令
が
あ
っ
た
。
弥
栄
村
東
本
願
寺
に

預
け
て
い
た
亡
き
長
女
佳
代
子
の
遺
骨
を
と
り
に
、
十
四
日
早

朝
、
騎
馬
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
村
内
住
宅
は
至
る
所
が
荒
ら
さ

れ
て
お
り
、
全
く
悲
惨
な
有
様
で
あ
っ
た
。
寺
も
同
様
で
あ
り

見
る
影
も
な
く
、
ポ
ツ
リ
と
長
女
佳
代
子
の
遺
骨
が
あ
り
、
複

雑
な
思
い
で
持
ち
帰
っ
た
。
ま
た
各
部
落
に
通
ず
る
電
線
、
電

話
線
も
切
断
さ
れ
て
い
た
。

か
ね
て
佳
木
斯
駅
分
団
長
山
口
氏
か
ら
同
構
内
の
避
難
民
、

鶴
岡
沿
線
の
新
潟
開
拓
団
及
び
奥
地
の
鶴
岡
炭
鉱
や
一
般
人
の

食
糧
が
欠
乏
し
て
い
る
と
の
報
に
接
し
て
い
た
の
で
、
先
発
の

と
き
、
部
下
の
鉄
警
分
団
員
に
よ
り
村
民
を
指
揮
し
て
、
弥
栄

村
倉
庫
か
ら
米
麦
、
味
噌
、
醤
油
、
小
麦
粉
、
弥
栄
葡
萄
酒
、

ビ
ー
ル
な
ど
二
台
の
無
蓋
貨
車
に
積
み
込
ん
だ
。
鉄
警
分
団
員

家
族
、
連
絡
員
に
二
カ
月
分
の
各
糧
秣
を
分
配
し
一
切
の
作
業

を
終
わ
り
、
前
日
の
鍵
を
張
警
察
次
長
に
手
渡
し
た
。

最
後
の
無
蓋
列
車
は
八
月
十
四
日
午
後
五
時
ご
ろ
到
着
し
た
。



弥
栄
警
察
官
、
鉄
警
分
団
員
の
家
族
、
村
民
有
志
た
ち
の
見
送

り
を
受
け
、
部
下
と
共
に
佳
木
斯
に
出
発
し
た
。

佳
木
斯
駅
構
内
の
状
況
は
、
避
難
民
を
満
載
し
た
有
蓋
、
無

蓋
の
列
車
が
各
線
ご
と
に
溢
れ
て
、
列
車
間
も
避
難
民
で
足
の

踏
み
場
も
な
い
ぐ
ら
い
で
す
さ
ま
じ
い
混
雑
を
呈
し
て
い
た
。

そ
の
中
に
司
令
部
将
校
た
ち
の
姿
が
見
え
隠
れ
し
て
お
り
、
ま

た
時
折
白
系
ロ
シ
ア
人
が
日
本
軍
将
校
の
服
を
着
て
走
り
回
っ

て
い
た
。
日
本
軍
の
複
葉
飛
行
機
が
超
低
空
で
駅
の
上
を
飛
ぶ

こ
と
も
あ
っ
た
。
装
甲
列
車
内
で
鉄
警
団
長
に
対
し
帰
隊
並
び

に
現
況
情
報
を
報
告
し
た
が
、
何
も
回
答
が
な
か
っ
た
。
佳
木

斯
駅
鉄
警
分
団
長
に
対
し
貨
物
列
車
の
積
荷
の
食
糧
な
ど
を
申

し
送
っ
た
。
日
没
後
、
新
市
街
・
満
鉄
病
院
方
向
の
社
員
住
宅

街
な
ど
が
一
面
火
の
海
と
な
っ
て
炎
上
す
る
の
を
、
装
甲
列
車

の
屋
上
よ
り
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
眺
め
た
が
、
ま
さ
に
落

城
に
似
た
悲
壮
な
状
況
で
、

い
ま
だ
に
印
象
深
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
佳
木
斯
撤
退
の
た
め
特
務
機
関
並
び
に
工
兵
隊
の
放

火
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ソ
連
軍
と
の
戦
闘
は
、
八
月
十
五
日
午
前
十
時
三
十
分
、
有

力
な
匪
賊
が
蓮
江
口
付
近
に
出
現
と
の
密
偵
の
情
報
に
よ
り
、

早
速
装
甲
車
を
現
地
に
急
行
さ
せ
た
。
途
中
松
花
江
鉄
橋
（
橋

の
長
さ
千
五
百
メ
ー
ト
ル
）
に
差
し
か
か
る
と
ソ
連
戦
車
二
台

の
砲
撃
を
受
け
た
の
で
、
橋
を
通
過
後
、
我
が
方
も
山
砲
で
応

戦
し
た
が
、
第
二
、
第
三
回
の
猛
攻
撃
の
と
き
敵
弾
が
機
関
車

の
ボ
イ
ラ
ー
そ
の
他
数
箇
所
に
被
弾
し
、
列
車
は
傾
き
運
行
不

能
と
な
り
、
満
鉄
監
理
所
長
、
医
師
数
人
そ
の
他
多
数
の
戦
死

者
を
出
し
た
。
特
に
暑
さ
が
厳
し
い
の
で
、
後
尾
の
無
蓋
車
に

移
動
し
て
い
た
満
鉄
病
院
救
護
班
看
護
婦
五
人
及
び
保
線
助
役

は
敵
戦
車
砲
の
直
撃
弾
を
受
け
一
片
の
肉
魂
も
残
さ
ず
散
華
し

た
。
鉄
警
団
長
の
指
揮
が
十
分
で
な
か
っ
た
の
だ
。
私
は
装
甲

列
車
の
屋
上
で
敵
を
監
視
し
て
い
た
の
で
、
幸
い
に
戦
死
を
免

れ
た
が
、
こ
れ
は
母
が
送
っ
て
く
れ
た
千
人
結
び
並
び
に
成
田

不
動
様
の
お
陰
と
今
だ
に
感
謝
し
て
い
る
。

敵
戦
車
が
後
退
し
た
の
で
、
我
々
も
列
車
を
捨
て
山
中
に
撤

退
し
依
蘭
に
向
か
っ
た
。
途
中
満
人
部
落
で
昼
食
中
、
私
を
見

て
先
生
だ
と
言
っ
て
懐
か
し
が
り
、
豚
を
殺
し
て
御
馳
走
を
し

て
く
れ
た
が
、
別
れ
際
に
は
、
各
種
お
土
産
物
ま
で
も
ら
っ
た
。

こ
の
部
落
の
人
は
元
八
虎
力
部
落
民
で
あ
り
、
昔
、
青
少
年
の

教
育
を
私
か
ら
受
け
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。



依
蘭
に
向
か
う
途
中
の
山
中
で
、
千
振
開
拓
団
員
に
出
会
っ

た
が
、
既
に
暴
徒
に
襲
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
見
る
も
哀
れ
な

あ
り
さ
ま
で
、
婦
人
の
ほ
と
ん
ど
が
我
が
子
を
抱
き
な
が
ら
歩

行
が
で
き
ず
、
地
面
に
座
り
込
み
あ
る
い
は
寝
た
ま
ま
、
私
た

ち
に
対
し
て
殺
し
て
く
だ
さ
い
と
悲
壮
な
声
で
哀
願
し
た
り
、

飢
え
と
疲
労
の
た
め
に
絶
命
寸
前
の
我
が
子
に
、
に
ぎ
り
飯
を

傍
ら
に
置
い
て
、
泣
く
泣
く
山
中
を
南
下
し
た
者
も
数
十
人
い

た
よ
う
で
あ
る
。

我
が
子
を
見
捨
て
て
行
く
母
親
の
心
情
を
思
う
と
き
、
ま
さ

に
こ
の
世
の
地
獄
絵
図
で
あ
り
、
同
情
の
涙
を
禁
じ
得
な
か
っ

た
。
依
蘭
に
着
く
ま
で
の
間
、
幾
つ
か
の
開
拓
村
を
通
過
し
た

が
、
い
ず
れ
も
弥
栄
村
と
同
様
に
荒
ら
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
婦

女
子
、
老
人
の
死
体
が
多
数
家
の
内
及
び
道
路
上
に
放
置
さ
れ

て
い
た
。
私
た
ち
は
依
蘭
市
街
近
く
の
山
中
に
行
く
ま
で
に
、

反
乱
の
満
軍
、
警
察
、
暴
民
と
幾
度
か
戦
闘
を
し
な
が
ら
戦
死

者
も
出
し
た
。
依
蘭
は
既
に
ソ
連
軍
に
占
領
さ
れ
、
日
本
軍
は

武
装
解
除
さ
れ
て
い
た
。
山
中
で
ソ
連
の
飛
行
機
が
低
空
で
、

上
空
か
ら
「
日
本
は
戦
い
に
負
け
た
の
だ
。
戦
争
は
終
わ
っ
て

い
る
の
に
、
な
ん
の
た
め
に
戦
う
の
か
、
早
く
出
て
き
な
さ
い
」

と
日
本
語
で
書
い
た
宣
伝
ビ
ラ
が
ま
か
れ
た
。

依
蘭
市
街
に
入
れ
な
い
の
で
、
さ
ら
に
哈
爾
浜
に
向
か
う
途

中
、

浜
綏
線
亜
布
洛
尼
駅
西
方
の
奥
地
で
ソ
連
兵
に
包
囲
さ
れ
、

武
装
解
除
を
受
け
牡
丹
江
地
区
の
海
林
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。

○
日
本
人
の
密
告

新
京
に
お
い
て
日
本
人
の
密
告
に
よ
り
公
安
官
（
警
察
）
と

ソ
連
の
Ｇ
Ｐ
Ｕ
（
ソ
連
の
国
家
政
治
保
安
部
）
に
踏
み
込
ま
れ

た
が
、
寮
長
元
県
課
長
の
機
転
で
、「
室
の
天
井
の
棚
の
上
は

危
険
で
あ
る
か
ら
私
の
横
に
寝
な
さ
い
」
と
言
っ
た
の
で
、
そ

の
通
り
床
に
入
っ
た
の
で
逮
捕
を
免
れ
た
。
公
安
員
の
一
人
が

棚
に
上
っ
た
が
だ
れ
も
い
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
室
を
出
て
行
っ

た
。
逮
捕
さ
れ
て
い
れ
ば
銃
殺
か
、
ソ
連
行
き
は
免
れ
な
か
っ

た
。八

月
九
日
、
ソ
連
が
満
州
に
侵
入
以
来
秋
に
か
け
て
、
北
満

や
満
州
全
域
か
ら
日
本
人
避
難
民
の
群
れ
が
ま
る
で
乞
食
の
よ

う
な
惨
め
な
姿
で
続
々
と
新
京
に
南
下
し
て
き
た
が
、
何
の
希

望
も
な
く
、
生
き
延
び
て
行
く
た
め
に
は
何
か
と
職
を
探
し
な

が
ら
、
た
だ
ひ
た
す
ら
帰
国
で
き
る
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。

私
も
そ
の
一
人
で
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
戦
時
服
に
鍋
、
飯
盒
、



食
糧
、
薪
炭
な
ど
、
全
財
産
を
ぶ
ち
込
ん
だ
叺
袋
を
背
中
に
担

ぎ
、
妻
を
探
し
求
め
新
京
に
た
ど
り
つ
き
、
や
っ
と
巡
り
合
え

た
。
私
が
妻
に
会
う
の
が
三
日
遅
れ
て
い
た
ら
、
妻
は
生
活
苦

で
自
決
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

私
は
、
二
日
後
発
疹
チ
フ
ス
で
倒
れ
、
ど
う
に
か
起
き
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
今
度
は
妻
が
発
疹
チ
フ
ス
に
感
染
し
、

高
熱
で
あ
え
ぎ
な
が
ら
う
わ
ご
と
に
「
一
日
も
早
く
日
本
に
帰

り
た
い
。
リ
ン
ゴ
一
つ
食
べ
れ
ば
死
ん
で
も
よ
い
」
と
言
っ
た

が
、
高
価
で
私
た
ち
の
手
に
入
る
も
の
で
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
新
京
市
で
自
由
労
働
及
び
パ
ン
小
売
り
で

最
低
の
生
活
を
し
た
。

満
州
国
が
滅
亡
し
て
五
十
年
に
な
る
が
、
第
一
次
・
第
二
次

開
拓
団
の
方
々
は
、
武
装
開
拓
団
と
し
て
国
防
の
一
翼
と
し
て

入
植
さ
れ
、
片
手
に
銃
を
持
ち
耕
作
に
専
念
さ
れ
て
成
功
さ
れ

た
。
そ
の
間
弥
栄
十
周
年
が
盛
大
に
施
行
さ
れ
た
が
、
ソ
連
の

侵
入
に
よ
り
多
く
の
団
員
の
方
々
が
召
集
さ
れ
、
一
家
は
莫
大

な
財
産
を
捨
て
、
南
下
し
帰
国
す
る
ま
で
に
も
悲
惨
な
最
期
を

遂
げ
ら
れ
、
あ
る
い
は
帰
国
後
も
多
く
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た

と
承
っ
て
い
る
。

○
帰
国

昭
和
二
十
一
年
九
月
十
五
日
帰
国
。
留
守
宅
で
は
主
食
・
糖

粉
雑
穀
の
卸
・
小
売
り
を
し
て
い
た
の
で
、
妻
と
共
に
従
事
し

た
が
、
頭
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
分
な
の
で
、
そ
の
後

月
給
取
り
と
な
り
、
地
元
町
役
場
に
就
職
し
た
。
そ
の
後
も
い

く
つ
か
の
職
を
歴
任
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

屋
敷
が
広
い
の
で
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
葡
萄
三
反
、
キ
ウ

イ
三
反
を
家
族
及
び
臨
時
人
夫
と
共
に
栽
培
も
し
て
い
る
。

○
鉄
警
死
亡
者
の
霊
と
再
会

終
戦
後
半
世
紀
を
経
過
し
た
今
日
、
佳
木
斯
鉄
警
団
の
戦
死

者
が
密
教
真
言
宗
の
霊
媒
に
よ
り
現
れ
、
私
の
終
戦
当
時
の
思

い
出
を
一
層
深
く
し
た
。

私
の
実
兄
が
先
年
九
十
歳
で
他
界
し
て
以
来
、
身
内
及
び
我

が
家
に
お
い
て
い
ろ
ん
な
問
題
が
発
生
し
、
困
惑
し
て
い
た
。

そ
ん
な
と
き
、
あ
る
人
か
ら
祈
祷
師
の
よ
い
人
が
い
る
の
で
、

一
度
み
て
も
ら
う
と
よ
い
の
で
は
と
紹
介
さ
れ
、
私
は
一
笑
に

付
し
た
が
、
寺
に
行
っ
た
ら
、
十
二
時
ま
で
に
き
て
済
度
を
受

け
な
さ
い
と
の
こ
と
で
済
度
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
二
十
五
年

ぐ
ら
い
前
の
軍
人
の
霊
が
憑
い
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。
二
十
年



八
月
十
五
日
、
蓮
江
口
橋
梁
に
お
い
て
ソ
連
軍
戦
車
と
我
が
軍

の
装
甲
列
車
が
戦
火
を
交
え
た
と
き
重
傷
を
負
っ
た
、
新
潟
県

岩
船
郡
山
北
町
佳
木
斯
団
俊
徳
分
団
長
野
潟
一
彦
氏
と
佳
木
斯

鉄
警
団
愛
路
保
淮
尉
萩
原
貞
雄
氏
と
判
明
し
た
。

済
度
は
三
時
間
ぐ
ら
い
で
終
了
し
た
が
祈
祷
師
と
信
者
三
十

人
が
約
一
時
間
読
経
し
終
わ
る
と
、
上
段
の
私
に
向
か
い
、

「
戦
友
」
の
歌
を
数
回
歌
っ
た
。
祈
祷
師
は
「
立
花
さ
ん
頼
み

ま
す
」
と
挙
手
の
礼
を
何
回
も
繰
り
返
し
、
涙
を
ポ
ロ
ポ
ロ
と

流
し
な
が
ら
、
何
や
ら
呟
い
て
い
た
。
横
に
座
っ
て
い
た
老
婆

が
「
ど
な
た
様
で
す
か
」
と
私
に
尋
ね
た
が
、
私
が
「
心
当
た

り
が
な
い
」
と
答
え
る
と
、
祈
祷
師
は
泣
き
な
が
ら
挙
手
の
礼

を
何
回
と
な
く
繰
り
返
し
て
、「
約
束
し
た
で
は
な
い
か
」
と
、

数
回
に
わ
た
り
問
い
か
け
る
。
私
は
、
は
っ
と
し
て
「
お
前
は

野
潟
で
は
な
い
か
」
と
言
う
と
、「
そ
う
で
す
、
行
く
と
こ
ろ

が
な
い
の
で
私
を
祭
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
の
で
「
よ
し
俺

が
生
き
て
い
る
限
り
貴
官
を
家
に
お
い
て
祭
る
か
ら
安
心
し
て

成
仏
し
て
く
れ
」
と
言
う
と
、
祈
祷
師
は
「
立
花
さ
ん
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
い
、
ボ
ン
ヤ
リ
下
を
向
い
て
い
る
。

す
る
と
さ
ら
に
祈
祷
師
は
、「
ほ
か
に
も
軍
人
が
い
ま
す
よ
」

と
言
う
の
で
、「
私
は
知
ら
な
い
」
と
言
う
と
、
家
内
が
「
野

潟
さ
ん
の
時
よ
り
激
し
く
泣
い
て
い
る
」
と
言
い
、
祈
祷
師
と

老
婆
は
、
野
潟
君
の
と
き
と
同
様
、
同
じ
こ
と
を
数
回
繰
り
返

し
、

本
人
は
背
が
低
く
法
螺
吹
き
で
足
が
悪
い
と
言
っ
た
の
で
、

私
は
瞑
想
に
耽
り
、

や
っ
と
一
人
の
男
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
た
。

「
お
前
は
萩
原
君
か
」
と
聞
く
と
、
祈
祷
師
は
「
そ
う
で
す
」

と
答
え
た
。「
君
に
は
奥
様
と
子
供
が
い
た
で
は
な
い
か
」
と

言
う
と
、「
妻
が
再
婚
し
た
の
で
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
言
っ

た
の
で
、「
よ
し
俺
が
野
潟
君
と
一
緒
に
祭
っ
て
や
る
の
で
安

心
し
て
成
仏
し
て
く
れ
」
と
言
う
と
祈
祷
師
は
「
戦
友
」
の
唄

を
う
た
い
失
神
状
態
と
な
り
、
そ
の
場
に
倒
れ
た
。
信
者
が
一

斉
に
念
仏
を
唱
え
る
と
、
三
分
位
で
本
性
に
立
ち
返
っ
た
私
た

ち
は
、
二
人
の
位
牌
を
持
ち
帰
り
家
内
と
共
に
般
若
心
経
を
三

回
、
時
に
は
三
十
三
回
も
唱
え
た
。

○
若
き
日
の
思
い
出
の
写
真
に
つ
い
て

藤
巻
禧
四
郎
先
生
か
ら
、
弥
栄
村
有
志
、
山
崎
団
長
、
工
藤

村
長
、
藤
巻
先
生
の
父
上
医
師
藤
巻
新
蔵
氏
の
写
真
な
ら
び
に

弥
栄
病
院
開
院
記
念
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
に
実

兄
豊
福
勝
馬
も
写
っ
て
い
て
、
当
時
の
若
き
日
の
満
州
の
思
い



出
が
次
か
ら
次
に
浮
か
ん
で
き
て
懐
か
し
く
思
わ
れ
た
。

○
俊
徳
開
拓
団
・
新
潟
開
拓
団
に
つ
い
て

昭
和
十
九
年
、
佳
木
斯
鉄
警
俊
徳
分
団
長
の
野
潟
君
か
ら
、

一
発
で
二
羽
の
雉
が
と
れ
る
の
で
撃
ち
に
き
ま
せ
ん
か
と
の
誘

い
が
あ
り
、
二
人
で
出
掛
け
た
が
、
雉
は
少
な
く
、
二
羽
を
捕
っ

た
の
み
で
、
そ
の
後
、
当
時
私
の
友
人
が
新
潟
開
拓
団
に
い
た

の
で
訪
問
し
た
。

新
潟
開
拓
団
は
十
九
年
三
月
ご
ろ
入
植
し
て
い
た
が
、
家
の

中
は
、

弥
栄
開
拓
団
と
違
い
畳
の
か
わ
り
に
莚
が
広
げ
て
あ
り
、

そ
の
上
に
布
団
が
敷
か
れ
、
二
歳
ぐ
ら
い
の
子
供
を
寝
か
し
て

お
り
、
薪
は
な
く
萱
を
燃
や
し
て
い
る
有
様
で
、
朝
の
味
噌
汁

の
代
わ
り
に
水
を
温
め
中
に
塩
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
悲
惨
な

生
活
ぶ
り
だ
っ
た
。

私
は
団
の
行
政
と
は
関
係
は
な
か
っ
た
が
、
悲
憤
を
感
じ
、

開
拓
団
長
が
ど
ん
な
人
か
事
情
を
聞
き
た
い
と
思
い
、
野
潟
君

と
開
拓
団
長
宅
に
向
か
っ
た
が
、
団
長
宅
は
不
在
だ
っ
た
。
日

本
人
と
し
て
何
と
か
す
べ
き
だ
と
思
い
、
そ
の
後
西
弥
栄
開
拓

団
か
ら
味
噌
二
樽
を
買
い
送
っ
た
。

開
拓
団
に
希
望
を
持
ち
入
植
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
し
、
日
本
で

は
家
屋
敷
な
ど
を
売
っ
て
こ
ち
ら
に
こ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
ま
た
二
年
あ
ま
り
で
終
戦
に
な
り
、
そ
の
生
活
は
大

変
だ
っ
た
ろ
う
と
、
今
だ
事
あ
る
ご
と
に
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。

小
さ
な
赤
い
ノ
ー
ト
か
ら
　 

長
崎
県
　
東
清
子
　 

戦
後
五
十
二
年
の
思
い
出
、
書
き
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
。
あ
ま
り
に
も
多
く
て
、
何
か
ら
書
い
た
ら
よ
い
か
一
瞬
戸

惑
う
。

満
州
国
海
辺
警
察
隊
勤
務
で
警
備
艦
「
海
王
」
の
航
海
長
で

あ
っ
た
主
人
は
、
満
州
国
の
建
国
記
念
日
（
昭
和
九
年
三
月
一

日
～
十
日
）
の
休
暇
を
利
用
し
て
、
私
と
の
結
婚
式
を
挙
げ
る

た
め
に
帰
国
し
た
。
三
月
三
日
式
を
済
ま
せ
て
、
五
日
門
司
港

か
ら
満
州
へ
向
か
っ
た
。
大
連
港
に
上
陸
し
、
警
備
艦
の
基
地

の
あ
る
旅
順
へ
向
か
っ
た
。

旅
順
―
大
連
―
営
口
と
移
り
住
み
、
華
や
か
な
楽
し
い
生
活

が
続
い
た
の
も
束
の
間
、
大
東
亜
戦
争
が
昭
和
十
六
年
に
始
ま




